
～ 令和8年2月14日

（対象者数） 47 （回答者数） 37

～ 令和8年1月24日

（対象者数） 13 （回答者数） 13

～ 令和8年2月14日

（対象数） 23 （回答数） 22

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・集団生活における状況の確認方法（アセ
スメント）についてより良い方法がないか
を検討する。

2
・現状実施していることを、より意識的
に、丁寧に対応するよう心掛ける。

3

・訪問支援員と指導員のミーティングを定
期的に行うことで、お子さまの集団生活に
おける様子についても共有を深めていく。
・職員間で話し合いを行い、その都度必要
となる要素を確認し、関わる訪問支援員に
ついて協議する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・身辺自立についても、教室で自信を持っ
て対応していけるよう、職員間でお子さま
への配慮や関わり方を共有する。
・短時間でも取り組める身辺自立のミニ課
題を設定し、家庭との連携で対応できない
か協議する。

2

・一定の水準を設定し、水準までの学びが
得られるよう研修体制を作る。
・一定水準以上の部分については、それぞ
れの職員のウリとして、適材適所の対応が
できるようにする。

3

○事業所名 きりん教室 なると

○保護者評価実施期間 令和8年1月13日

○保護者評価有効回答数

令和8年1月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月7日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年1月13日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・身辺自立に関する習慣化の支援について
は、取り組みの選択肢が限られる。

・療育内（教室利用時）の活動において、
身辺自立を課題とすることが少ない。
・時間的制約がある。
・生活動作の場面設定の難しさがある。

・訪問支援員により、提案できる対応にむ
らがある。

・法人基準により訪問支援における業務が
遂行できると判断された者が訪問支援員と
して支援にあたっているものの、経験年数
や取得資格（職種）により提案できる支援
内容に違いがある。

・集団生活の中で取り入れられる、個々に
合わせた工夫について提案ができる。

・適切なアセスメントを行い、一人一人に
合わせた支援内容の提案ができるよう心掛
けている。

・お子さまの日常生活における課題につい
て、その都度園と連携しながら話し合いを
行い、対応策について一緒に考えることが
できる。

・お子さまを支援する中で、担任との話し
合いの時間を意識的に作るよう心掛けてい
る。
・その時々の課題について担任から丁寧に
情報を集めるようにしている。
・施設先の方針や考え方を大切に考え、対
応を提案できるよう心掛けている。

・多職種の訪問支援員がおり、課題に応じ
て、適切な訪問支援員を派遣することがで
きる。

・多職種の訪問支援員の配置。
・適宜訪問に関するミーティングを行い、
お子さまの課題、状況に合わせて担当者指
導員と検討し、対応するよう意識してい
る。

事業所における自己評価総括表（保育所等訪問支援）公表



公表日

施設数 23施設 回収枚 22枚 有効回答数 22枚

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわか
りやすく、取り入れやすいものですか。

90.9% 9.1% 0.0%

・施設先で取り入れてもらいやすい支援
の方法を専門的な観点から、適切な助言
や説明が出来るように心掛けたい。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足
していますか。

95.5% 0.0% 4.5%

・お子さまの困り感や課題を施設先と共
有することで、専門的な面から支援の仕
方を伝え、日常の中での活動がスムーズ
に行えるように適切な対応に努めたい。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答
してくれていますか。

90.9% 9.1% 0.0%

・施設先からの質問に関しては、適時・
適切な対応が出来るように心掛けたい。
・必要に応じて、専門的な観点から回答
が出来るように職員間での情報共有を図
りたい。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困
りごとが解消または軽減されましたか。

77.3% 22.7% 0.0%

事業所名
令和8年4月1日

きりん教室 なると

ご意見

・こちらからの質問に対しても丁寧で優しかった
です。
・助言等は特になく、保育所の様子を伝えた形
だった。
・具体例を教えてくださるので、とても分かりや
すいです。
・具体的に言葉掛けの内容、タイミング等を実際
に見せながらアドバイス頂いて、分かりやすい。
・日常の支援に繋がる具体的なアドバイスを頂く
ことが出来ました。
・とても分かりやすく、すぐに学校での対応も本
人にあったものにかえることができました。
・いつもよく分かる方法を教えて下さっていま
す。
・該当児童の困り感を的確に見つけて下さり、す
ぐできる支援方法を提案して頂きました。
・少し専門用語が難しい時がありました。
・支援児への関わり方で、どういう狙いをもって
しているのかなど、分かりやすく教えて頂き勉強
になりました。

・実際にきりん教室で学習したプリント等を定期
的に見せて頂き参考にしている。
・満足しています。
・とても学ぶことが多く、勉強させて頂いていま
す。
・豊富な経験からくる確かな知見と理論が大変勉
強になる。
・豊富な知識があり満足しています。
・課題、困り感などを的確に教えてくださいまし
た。
・分からない所を分かりやすく教えてくれて助か
りました。
・斜視に関する相談をさせて頂いた時、席の配慮
などが関係していると教えて頂きました。
・保育士が知らない知識等を教えて頂けるので勉
強になります。
・保育所での様子を見て下さり、行事に向けての
参加の仕方、アドバイスなどをたくさんして頂き
ました。

・分かりやすく回答してくれます。
・悩みや疑問に対しても丁寧に教えて下さります
し、様々な手立てについても助言を下さいます。
・幼児の成長に合わせて課題等が変わってくるの
で、その都度相談させていただき回答頂いてい
る。
・その場の質問にも適切に回答いただき、とても
参考になりました。
・いろいろご質問させて頂いたことに丁寧に答え
て下さりありがとうございました。
・こちらが十分に時間をとれずですが、よく教え
てくれました。
・すぐに回答して頂けるのでとても助かっていま
す。
・こちらの質問について、いろいろな方向性、角
度から考えてくださり、分かりやすく関わり方の
ヒントなどを教えて頂きました。

・児童の実態に合わせた教材や教具を提供して下
さり、授業中参考にしている。
・訪問支援に来て下さっている日は、サポート等
とても助かっていますが、課題の軽減は見られな
い。
・本児の困りごとを一緒に考えれてよかった。
・保護者の意向があるため、課題解決の為の支援
方法を助言頂いても、その通りに実践することが
難しい場合もあるため。
・活動の中に取り入れたり、教師の関わりを見直
したりすることで、軽減されています。
・実践可能で的確なアドバイスをいただき、課題
軽減に繋がっている。
・本校の教師間でも情報の共有ができ困り感の軽
減に繋がりました。
・気持ちの面でかなり軽減できたと思います。
・該当児童の学習面・生活面共に成長を感じられ
ることが増えました。
・どうしていこうかと悩む時に、相談にのってい
ただき、アドバイスをもらえたことで軽減したこ
とがあります。

訪問先施設からの事業所評価の集計結果（保育所等訪問支援）公表



5 事業所からの支援に満足していますか。

81.8% 18.2% 0.0%

・支援に来ていただけると、横に付いてサポートして頂けるので、当該児童も普段よりも「でき
た」という達成感を感じられる機会が多くあり、嬉しそうである。
・保育所での姿を見てもらうことで、集団生活の中での子どもの様子を知ってもらうことが出来
た。また、きりん教室での支援内容を聞くなど、情報交換が出来た。
・保育所等訪問支援事業である旨（目的も含め）、訪問日程の伺い時に書面等で説明して欲しい。
また、情報共有後、きりん教室での様子を聞かせてもらったり、児童の発達の振り返りができると
良いと思う。
・幼児の成長に伴って、関わり方や手立ても変化します。その都度、丁寧に教えて下さったり、
困っていることに対して、具体的で分かりやすい方法を伝えて下さるので、幼児の成長はもちろ
ん、教職員にとってもとても学びの多い貴重な機会となっています。とても感謝しております。
・訪問支援員に信頼を寄せているので、来園を心待ちにしている。相談させて頂くことで、教職員
の安心感にも繋がっている。
・小学校、幼稚園の現場のことや療育機関と園の役割の違いについてよく分かっていらっしゃるの
で、その上での共通理解が図りやすい。
・短い時間ではありますが、学校での子どもの様子を見て頂いたり、きりん教室での子どもの様子
を聞いたりすることが出来るので、とても貴重な時間を持つことができると思っています。
・日頃十分なことができていない中ですが、これまでの子どもたちの成長を知ってくださってくれ
ている方と話ができることは、とても有難く感じます。これから中学校へ進学するにあたり、環境
の変化があっても自分たちの力を伸ばしていって欲しいなと思っています。それまで、出来る限り
支援していきたいと思いますので、また必要な事があれば教えて頂けたらと思います。
・いつも丁寧に見とっていただき、とても勉強になります。具体的な手立てや方法も教えて下さり
有難いです。
・支援児の行動についてとてもよく理解されていて、こちらの困りごとに対して、いろいろな場合
を想定しながら、具体的に関わり方を教えて頂き、本当にたくさんのアドバイスをいただきまし
た。
・可能であれば、きりん教室なるとでどのようなことをされているのか教えて頂けたらと思いま
す。今後、どのようなことを該当児に指導されるのかも合わせて聞かせて頂けると参考になるので
有難いです。
・経験豊富な先生だったので、支援の必要な子以外でもわかりやすく、理解できる手立てを教えて
頂き、担任も助けてもらいました。
・訪問支援が必要な時にお願いしたいです。
・集団場面での感覚統合理解と切り替え支援、視覚支援の具体例を学ばせて頂きたいです。また、
保護者様への説明資料のひな型や家庭での取り組み提案も併せて助言をいただきたいです。
・来校時、適切にアドバイス等をいただき取り組みの参考とさせて頂きました。今後とも学校とき
りん教室なるとさんとの円滑な連携に努めたいと思います。

・今後も訪問先施設との連携を取らせていただくことで、お子さまへの支援がより良くなるようにし
ていく。
・情報を共有することで家族支援に繋がるように心掛けたい。

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

・支援して頂けているのは有難いです。しかし、
「復習時間」の支援の希望ですと、授業の進行状
況により、予定を合わせるのが難しい事もあっ
た。
・満足しています。
・とても満足しております。
・保護者対応へのアドバイスも大変助かります。
・今後ともよろしくお願いします。
・子どもは先生が来て下さることで学習意欲が上
がり、とても喜んでいます。
・クラスの子どもに対し（対象児だけでなく）い
ろいろと教えて頂けるので、とてもありがといと
思っています。



きりん教室なると
公表日

利用児童数 47人 回収数 37枚 有効回答数 35枚

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。
80.0% 11.4% 0.0% 8.6%

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。
85.7% 11.4% 0.0% 2.9%

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。
94.3% 5.7% 0.0% 0.0%

4
保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定され
ていますか。 94.3% 5.7% 0.0% 0.0%

5
こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）
体制だと思いますか。 97.1% 2.9% 0.0% 0.0%

6
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門
性のある支援が受けられていると思いますか。 88.6% 11.4% 0.0% 0.0%

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題
が客観的に分析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支
援計画）が作成されていると思いますか。 94.3% 5.7% 0.0% 0.0%

8
保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や
担任等の意向が盛り込まれていると思いますか。

82.9% 8.6% 0.0% 8.6%

9
保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドライン
の「保育所等訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえな
がら、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。 82.9% 5.7% 0.0% 11.4%

10
保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いま
すか。 82.9% 8.6% 0.0% 8.6%

11
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援
が行われていると思いますか。 82.9% 5.7% 0.0% 11.4%

12
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁
寧な説明がありましたか。 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

13
「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明が
なされましたか。 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・
トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機
会等が行なわれていますか。 65.7% 17.1% 2.9% 14.3%

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健
康や発達の状況、課題について共通理解ができていると思い
ますか。 97.1% 2.9% 0.0% 0.0%

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われてい
ますか。 91.4% 5.7% 2.9% 0.0%

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。
97.1% 2.9% 0.0% 0.0%

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整
備されているとともに、こどもや保護者に対してそのような
場があることについて周知・説明され、相談や申入れをした
際に迅速かつ適切に対応されていますか。

85.7% 11.4% 0.0% 2.9%

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がな
されていると思いますか。 94.3% 5.7% 0.0% 0.0%

20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助
言と支援が行われていると思いますか。 82.9% 11.4% 0.0% 5.7%

21
保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の
内容について話し合いが行われていると思いますか。 77.1% 8.6% 0.0% 14.3%

22
保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共
有がなされていると思いますか。 91.4% 5.7% 0.0% 2.9%

23
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体
制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者
に対して発信されていますか。 77.1% 5.7% 0.0% 17.1%

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 94.3% 5.7% 0.0% 0.0%

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実
践できるようにしていると思いますか。 82.9% 8.6% 0.0% 8.6%

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周
知される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われ
ていると思いますか 。 82.9% 11.4% 0.0% 5.7%

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

28 事業所の支援に満足していますか。 88.6% 11.4% 0.0% 0.0%

非
常
時
等
の
対
応

・知らないだけで、きっと小学校と協議
してくれていると思います。

・必要に応じて、訪問先施設と連携して
いるため、保護者に伝える手段を検討し
たい。

・知らないだけで、きっと小学校と協議
してくれていると思います。

・お子さまの安全の確保を十分に行える
ように、情報共有していくように心掛け
ている。

満
足
度

・いつも「～先生来てくれた」と、嬉し
そうに報告してくれます。

・お子さまの様子に応じて対応できるよ
うに努めている。

・訪問支援のおかげで幼稚園でもスムー
ズに過ごせていると思います。

・訪問施設との連携を大切にしながら、
支援を行えるように努めたい。

・いつも共有をして下さるので、家庭で
の関わり方等にも反映しやすいです。

・保護者との共有を大切にしている。

・「こうしたらできた」というような肯
定的な伝え方をしてくれるので、いつも
励まされています。

・保護者の気持ちに寄り添いながら、お
子さまの成長に対しての共感が出来るよ
うに心掛けている。

・相談しやすいです。 ・保護者の相談や申入れを職員それぞれ
が適切に対応できるように努めていく。

保
護
者
へ
の
説
明
等

・知らないだけかもしれません。 ・保護者向けの研修案内の方法を検討し
たい。

適
切
な
支
援
の
提
供

・支援の報告の様子から共有をしてくれ
ていると思うのですが、はっきりと「し
ています」と訪問支援から聞いたわけで
はないので、分からないに〇を付けまし
た。

・訪問先施設や担任等の意向を確認して
支援計画を作成しているが、保護者に十
分な説明をしていくように今後は努めた
い。

事業所名
令和8年4月1日

ご意見 ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

保護者からの事業所評価の集計結果（保育所等訪問支援）公表



きりん教室なると
公表日 令和8年4月1日

チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1 訪問支援に使用する教具教材は適切であるか。
84.6% 15.4%

・必要な教材教具について相談しながら作成
している。

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。
92.3% 7.7%

・利用希望者に対する訪問支援員の配置数は
適切と考えるが、訪問先とゆとりある日程調
整をするならば若干名欲しい。

・訪問支援の希望数に対応できるように努め
ていきたい。

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返
り)に、広く職員が参画しているか。 92.3% 7.7%

・広く職員が参画できるように話し合いの場
を設けていく。

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機
会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100.0% 0.0%

・担当者が必要に応じて訪問支援員に意向を
伝えている。

5
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業
務改善につなげているか 。 100.0% 0.0%

・訪問支援員としての意見だけでなく、気に
なったことをその都度伝えるように努めてい
る。

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につな
げているか。 92.3% 7.7%

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法
人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100.0% 0.0%

8

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こども
と保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所
等訪問支援計画を作成しているか。 100.0% 0.0%

9

保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管
理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理
解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われて
いるか 。

100.0% 0.0%

10

保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担
当者等と連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んで
いるか。

100.0% 0.0%

・訪問支援員と指導員のミーティングを定期
的に行うことで、お子さまの集団生活におけ
る様子についても共有を深めていく。
・職員間で話し合いを行い、その都度必要と
なる要素を確認し、関わる訪問支援員につい
て協議する。

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った
支援が行われているか 。 92.3% 7.7%

・職員共有できるように努めている。

12

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いた
フォーマルなアセスメントや、行動観察なども含むイン
フォーマルなアセスメントを使用する等により確認してい
るか。 100.0% 0.0%

13

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドライ
ンの「保育所等訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏ま
えながら、具体的な支援内容が設定されているか。

92.3% 7.7%

・身辺自立についても、教室で自信を持って
対応していけるよう、職員間でお子さまへの
配慮や関わり方を共有する。
・短時間でも取り組める身辺自立のミニ課題
を設定し、家庭との連携で対応できないか協
議する。

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った
支援が行われているか。 84.6% 15.4%

・訪問支援計画においても、共有が深まるよ
う、場を設けていく。

15
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われ
る支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携し
て支援を行っているか。 92.3% 7.7%

16

支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行わ
れた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有している
か。 92.3% 7.7%

・訪問支援後に報告し、その時に必要に応じ
て関係資料や教材等の提案の共有を行ってい
る。

17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法
を尊重して支援を行っているか。 100.0% 0.0%

18
毎回の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検
証・改善につなげているか。 100.0% 0.0%

19

定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行
い、保育所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適
切な見直しを行っているか。 100.0% 0.0%

20

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関と
の会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画して
いるか。 100.0% 0.0%

21
地域の保健、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携し
て支援を行う体制を整えているか。 100.0% 0.0%

22
就園・就学時の移行の際には、保育所等や学校との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100.0% 0.0%

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助
言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 100.0% 0.0%

24
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等
へ積極的に参加しているか。 92.3% 7.7%

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達
の状況や課題について共通理解を持っているか。 100.0% 0.0%
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事業所における自己評価結果（保育所等訪問支援）公表



26

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支
援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加
できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 92.3% 7.7%

27
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている
か。 100.0% 0.0%

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等につい
て適切に説明を行っているか。 100.0% 0.0%

29

保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者
の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏
まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けている
か 。 100.0% 0.0%

30

「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を
行い、保護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ている
か。 100.0% 0.0%

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適
切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 84.6% 15.4%

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する
等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援を
しているか。また、きょうだい同士で交流する機会を設け
る等の支援をしているか。 61.5% 38.5%

33

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制
を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申
入れがあった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100.0% 0.0%

34

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用する
ことにより、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護
者に対して発信しているか。 92.3% 7.7%

35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。
100.0% 0.0%

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮をしているか。 100.0% 0.0%

37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制
を整え、必要な助言や支援を行っているか。 92.3% 7.7%

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレン
スを行っているか。 100.0% 0.0%

39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等
の共有を行っているか。 100.0% 0.0%

40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。
100.0% 0.0%

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きなが
ら、専門的な助言を行っているか。 100.0% 0.0%

42

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に
周知するとともに、発生を想定した訓練を実施している
か。 100.0% 0.0%

43

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他
必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が
行われているか。 84.6% 7.7%

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策
について検討をしているか。 92.3% 7.7%

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切
な対応をしているか。 92.3% 7.7%

46
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、
組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了
解を得た上で、児童発達支援計画に記載しているか。 92.3% 0.0%
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